
書式第12号 (法第28条関係)
事 業 報 告 用

2024年度 事 業 報 告 書
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1事業の成果

知的障害のある人たち(以下、アスリートという)に、スポーツトレーニングプログラム、および文化プログラムの活動の機会を継続的に提供でき、夏季競技においてはその成果

を発表する場である地区大会の開催もできた。アスリート達は日常的な活動の中でスポーツ技能の向上を図ることができた。

また、2月 に北海道で行われた雪上競技 (アルペンスキー)と、長野県で行われた氷上競技 (フィギュアスケート、ショートトラックスピードスケート)のナショナルゲーム(全国大

会)への派遣、ならびに対外的なスポーツ大会への派遣を行ったことで、アスリートたちが日ごろの練習の成果を発表する場を増やせたと同時に、アスリート自身も大会参加を

通じて大きく成長することができた。大会に参加できなかったアスリートにとっても、トレーニングでの目標ができ、今後の活動に生かすことができた。

2事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 27,572千 円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益対象者
範囲

受益対象者
人数

事業費
(千円)

(1)知的障害者

に対するス

ポーツ事業

①スポーツト
レーニングの
実怖

日常的にスポーツトレーニングプロ

グラムを実施する
日常定常的(年間.

して実施、主に土
を通

日)
都内公共施設、オンライン V/610名 A・ P 942名 8,300

②スポーツ大
会の実施 2024年第17回 SON。東京夏季地

区大会

6月 8日 、22日 、

23日 、30日

江戸川区スポーツセンター、江戸川区

陸上競技場、東京ポートボウル、モリ
パークテニスガーデン

V・ S/69名 A 377名 1,916

③スポーツ大
会への派遣

【アルペンスキー、氷上競技】
2024年第8回スペシャルオリンピツ
クス日本冬季ナショナルゲーム

2月 10日 ～ 12日

2月 23日 ～25日

ピヤシリスキー場(北海道)、 ビッグハット

(長野県)
V/15名 A 36名

3,124

ィキャップテ 3月 10日 新横浜公園テニスコート V・ F/3名 A 6名

【ボウリング、陸上競技、卓球、水
泳、
バスケットボール、サッカー、
バレーボール】
筆 25回東京都障害者スポーツ大

5月 18日 、25日 、26

日、

6月 1日 、2日

東京アクアティクスセンター、駒沢オリン
ピック公園総合運動場、東京都障害者
総合スポーツセンター、東京ポートボウ
ル、板橋区立小豆沢体育館

V・ F・ S/35名 A 167名

【フロアボール】
SON・埼玉フロアボール交流会

6月 1日 、2日 毎 日興業久喜アリーナ V・ F/11名 A 7名

【バスケットボール、卓球、ボウリン
グ】
SON・ 栃 未 lll区大会

7月 13日 、8月 3日

10月 5日

ブレックスアリーナ字都官、宇都宮第二

トーヨーボウル
V・ F/10名 A・ P 36名

【バスケットボール、テニス、
陸上競技、サッカー、卓球】
2024年 第25回 SON・ 神奈川夏季
地区大会

9月 8日 、29日

神奈川県立スポーツセンター、テニス
コート、天然芝グラウンド、陸上競技場、
アリーナ2

V・ F/21名 A 61名

【ボウリング】
2024年 第2回 SON・ 愛知ダブルス

ボウリング競技会

9月 21日 名古屋グランドボウル V・ F/6名 A 14名

【卓球、テニス、陸上競技、競泳】
SON・ 埼玉設立20周年記念事業
全国招待競技会

9月 21日 、22日

10月 13日 、11月 2日

12月 14日

毎日興業アリーナ久喜、彩の国熊谷
ドーム多目的運動場、彩の国上尾陸上

競技場、埼玉県障害者交流センター

室内プール

V/9名 A 25名

【バレーボール】
SON・京都 バレーボール競技会

11月 3日 、4日 京都市教養文化・体育会館 V/2名 A 7名

(2)知 的障害者

に対するス

ポーツ指導者
の育成事業

①コーチクリ
ニック
(認定コーチ養
成)

フィギュアスケート 4月 13日 江戸川区スポーツランド V・ S/3名 F・ V 9名

94
ボウリング 5月 6日 東京ポートボウル V・ S/3名 F・ V 14名

バスケットボール 11月 17日 北特別支援学校 V・ S/3名 F・ V 17名

(3)知的障害者
に対する英会
話、合唱、音
楽等の文化活
動支援事業

①講座開催事
業

文化プログラム講座を実施する 随時

国立オリンピック記念青少年総合セン

ター、スタジオリリカ、スマイル中野、岡

本るみ子バレエスタジオ

V/38名 A 120名 431

(4)知 的障害看

に関する一般
社会の理解を
より深めるため
の広報・啓発・

普及事業

①webページ
の開設運営 webページの制作、運営、更新 随時 法人事務所、ボランティア自宅

広報委員会 /4
名

一般対象 不特定多数

2,288

②出版物の発
行

ニュースレター発行

ポスター、チラシ制作

年3回

(4月 、8月 、12月 )
法人事務所、ボランティア自宅

広報委員会 /4
名

A・ F・ V。 一般 10,000f

③普及活動
アスリート入会オリエンテーション 毎月2回 法人事務所 S/2名 新規入会希望者 84名

ボランティア説明会 毎月 1～ 2回 法人会議室 V/5名 新規参加希望者 18名

青山字院高等部有志主催第3回
ユニファイドスポーツ体験 (バ
レーボール )

3月 15日 、16日 青山学院高等部 V・ S/5名 同校教師・生徒 約30名

学校連携プログラム (フロアボー
ル)

9月 7日 杉並区立中瀬 中学校 V・ S/3名 同校教師・生徒 約 150名

会員管理システム構築・運用 通年 法人事務所 S/3名 A・ F・ V 約4,000名

※A:アスリート、F:ファミリー、P:パートナー、V:ボランティア、S:スタツフ



(2)その他の事業 (事業費の総費用 2,375千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益対象者
範囲

受益対象者
人数

事業費
(千円)

(1)物 品の販売

創立30周年記念グッズ販売
6月 8日 、6月 22日 、

6月 23日 、6月 30日 、
11月 24日

江戸川 区スポーツセンター、江戸川 区

陸 上競技場 、東京ポートボウル 、モリ
パークテニスガーデン、駒沢オリンピック

公園屋内球技場

V/7名 A・ F・ V。 一般 約350名 2,375

※A:アスリート、F:ファミリー、V:ボランティア



書式第14号 (法第28条関係 )
事 業 報 告 用

2024年度 活動計算書 (その他事業がある場合)

螢症 2日窒 1活ユし生:Z二隻生蛯理ム∠L2墾IL杢二慶区
(単位

その他の事業 合計目科

3,871,000

4,535,582

24,068,941

1,837,280

3,412,600

3,871,000
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1受取会費
正会員受取入会金

正会員受取会費

2受取寄付金
3受取大会参加負担金
4受取助成金等
5事業収益
物品の販売事業収益

6その他収益
受取利息

経常収益計 (A)

Ⅱ。経常費用

1事業費
(1)スポーツ事業費
スポーツトレーニング費
スポーツ大会費
スポーツ大会派遣費
スポーツ事業費計

(2)スポーツ指導者育成事業費
(3)文化事業費
(4)広報・啓発・普及事業費
(5)給料手当
(6)法定福利費
(7)旅費交通費
(8)現物寄付評価額
(9)その他
事業費合計

2管理費
(1)給料手当
(2)法定福利費
(3)福利厚生費

|  (4)会 議費
|  (5)旅 費交通費
|  (6)通 信運搬費
(7)消耗品費
(8)賃借料
(9)諸会費
(10)減価償却費

(11)租税公課

(12)修膳費
(13)支払手数料

(14)そ の他

管理費合計

経常費用計 (B)

Ⅲ.経常外収益

経常外収益計 (C)

Ⅳ。経常外費用

経常外費用計 (D)

当期計上増減額 (A)― (B)+(C)― (D)

経理区分振替額 (E)

当期正味財産増減額 (A)― (B)+(C)― (D)+(E)

前期繰越正味財産額

味財産額



書式第15号 (法第28条関係 )

2024年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

生産二左宣Z丑活:藝2△必£i≧lLどロユと21圭″ L乙』韮生二K星

(単位

金 額科 日

39,234,885

74,850

550,922

463,020

40,323,677

2

88,556

88,558

∩

ｖ

555,000

555,000

′
４
ｒ
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Ｆ
Э
民
υ

40,967,235

3,165,230

3,165,230

1,946,597

293,633

925,000

35,928,608

1,873,397

37,802,005

40,967,235

I資産の部

1流動資産

現金預金

未収金

前払費用

仮払金

流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

工具器具備品

建物附属設備

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅲ正味財産の部

前期正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

Ⅱ負債の部

1流動負債

未払費用

預り金

前受会費

流動負債合計

負債合計



16 28

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日
によっています。
(1)固定資産の減価償却の方法
工具器具備品の減価償却は、定率法によっています。

建物の減価償却は、定額法によっています。

(2)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

2024年 度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

畳:主:担i塑1聖i憂:雄!型 、ゝZζtti立:主_之:生:上:コ:圭〕Z:壁:止匹 _丞_夏

2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会 )

管理部門
△
=輩匡:日 |

その他、この法人
の目的を達成する

ために必要な事業
事業部門計

スポーッおよび
文化事業

広報 。啓発
・普及事業科 目
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I 経常収益
1.受取入会金 。会費
2.受取寄付金
3.受 取大会参加負担金
4.受取助成金等
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

法定福利費

福利厚生費

旅費交通費
人件費計
(2)その他費用
スポーツ事業費
スポーツ指導者育成事業費

文化事業費

現物寄付評価額

会議費
通信運搬費

消耗品費
賃借料
諸会費
減価償却費

租税公課

修膳費
支払手数料
その他
その他費用計
経常費用計

当期経常増減額

去金額 算定方内容

※実績なし

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

89.821

23.401

)60_ 1927、 584



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は 37,802,005円 ですが、そのうち 3,362,600円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は 34,439,405円 です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の技分方法

その他の事業に係る資産の状況

ワ

ー
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:高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考内容 期首秀
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2025年度使用予定のスポーツ事業の活動資金

2025年度使用予定の文化事業の活動資金

2025年度使用予定のファンドレイジング委員会の活動資金

2025年度使用予定の大会派遣、文化発表会の活動資金

事 務機 器 購 入等

スボーツプログラム

文化プログラム

ファンドレイジング委員会

大会派遣、文化発表会支援助成金

事務局

合計

期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額期首取得価額 取得 減少科 目
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有形固定資産
工具器具備品

建物
無形固定資産
投資その他の資産

合計

期末残高期首残高 期
上 ■
ヨノヽ 当期返済科 目

※実績なし

合計

内役員及び

近親者との
取引

科 目

計算書類に

計上された

金額

(活動計算書 )
※実績なし

活動計算書計

(貸借対照表)
※実績なし

貸借対照表計

（Ｘ
）



書式第17号 (法第28条関係 )

2024年度 財産目録
事 業報 告用
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金 額科 目

40,323,677

141.2801

2.491,9811

6.745.6811
|

488,0841

7.801,2761

3,907,3621

3,012,658

13,249,292

824,355

572,916

39,234,885

74,850

550,922

463,020
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555,000
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40,967,235

1,946,597

293,633

925,000

3,165,230

3,165,230

37,802,005

I資産の部

1流動資産

現金預金

現金

みずほ銀行 普通預金 (一般出入金口座)

みずほ銀行 普通預金 (寄付入金口座)

みずほ銀行 普通預金 (特別指定回座)

みずほ銀行 普通預金 (ワンハンドレッド倶楽部口座)

みずほ銀行 普通預金 (被仕向送金口座)

みずほ銀行 定期預金

ゆうちょ銀行 振替口座

ゆうちょ銀行 (一般出入金口座)

Syncable(クレブットカード決済専用)

現金預金計

未収金 (大会参加負担金未入金分)

前払費用 (事務所家賃、2025年分会場使用料)

仮払金

流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

工具器具備品 (事務用機器 )

建物附属設備 (事務所床工事)

有形固定資産計

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

]負債の部

1流動負債

未払費用 (未払給与、未払社会保険料)

預り金 (源泉徴収預り分)

前受会費 (2025年会費)

流動負債合計

負債合計

正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

2024年 度年間役員名簿 J前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並にこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

塾崖」壁塾匡動]圭△Z堕整生上三二LEZ二2」2丞E墜二_憂区

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

⌒

鰻ブ監事
イノウエ ユズル 20244F1 1 月 1 日

2024年 12月 31日

年

年

月   日

月   日井上 謙

2 監事

コウハセ タカシ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年

年

月

月

日

日高波瀬 隆志

3

/中ヽ

ミヽラノ監事
コンドウ ヒデオ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年

年

月

月

日

日近藤 秀雄

4 監事
ソノベ サヤカ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日園部 さやか

5 監事
タカギ サチコ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日高木 幸子

⌒

鯉3)監事
ネギシ マサコ 2024年 1月 1日

2024年 12月  31日

年

年

月

月

日

日根岸 員子

7 監事
ホシノ マサアキ

2024年 1月 1日

2024年 12月  31日

年  月  日

年  月  日星野 昌亮

8

/~ヽ
ミヽジ監事

マカベ オサム 2024年 1月  1日

2024年 12月 31日

年

年

月

月

日

日真壁 理

9 監事
ミネギシカズヒ 2024年 1月  1日

2024年 12月 31日

年  月 日

日年 月峰岸 和弘

10 監事
イケダ ユミコ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年   月   日池田 市三子

11 喪̂ミラノ監事
イナヤマ アツコ

2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年 月

月

日

日年稽山 敦子

12 監事
カワハラ ミノル 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年   月   日

年 月 日川原 実



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

13 監事
コシダカ ナツキ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日腰高 夏樹

14 監事
シムラ ケンイチ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日志村 健一

15 監事
ハヤシ マサネ 2024年 1月  1日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日林 雅音

16 監事
ヒョウドウユリコ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年

年

月

月

日

日兵頭 由利子

17

⌒

Qジ監事
ミヨシ ユカ 20241F l 月 1 日

2024年 12月 31日

年  月  日

年  月  日三好 由加

18 理事
ウエダコウジロ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年

年

月

月

日

日上田 孝二郎

19
/~ヽ
理事ミ遵壁ソ

サイトウヨシマサ 2024年 1月 1日

2024年 12月 31日

年   月

年 月齋藤 好正

日

日



―

 ヨロや姜椰■

書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立 0事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・東京

氏   名

1 朝岡 美好

2 池田 朝彦  

3 梅村 郁

4 岡松 武司

5 諏訪 なほみ

6 田口 弘明

7 中村 正弘

8 日野 一男

9 真壁 理

10 峰岸 和弘

11 湯浅 泉

12 安田 準




